
 

様式第４号  

 令和８年２月２０日  

福井市商工労働部観光文化スポーツ局観光振興課  

 

「福井市観光振興計画［令和８～12 年度］（素案）」に関する 

福井市パブリック・コメント募集の結果 

【概要】  

 本計画は、新幹線や中部縦貫自動車道など高速交通網の整備による交流拡大の機会を

捉えた観光振興に取り組んでいくために策定するものです。  

このたび、計画の素案についてパブリック・コメントを実施したところ、市民の皆様

から以下のご意見をいただきましたので、それに対する市としての考えを示し、公表し

ます。  

 

【意見募集結果】  

実 施 時 期 令和 7 年 12 月 17 日から令和 8 年 1 月 16 日まで  

意見提出状況 
提 出 者      ４人  

意 見 数     １２件  

意見提出方法 

書 面 の 持 参      ０人  

郵 便      ０人  

ファクシミリ      ０人  

電 子 メ ー ル      １人  

そ の 他      ３人  

 

【提出された意見及び意見に対する市の考え方】  

項目１  数値目標や行動計画について（１件）  

 提出された意見  意見に対する市の考え方  

1 清水地区・越廼地区では、現場の
負担だけが増え、行政の支援は変
わ ら な い と い う 構 造 が 続 い て お
り、現場は限界である。観光振興
計画を実効性あるものにするため
には、具体的な数値目標と責任の
所在を明記することが不可欠であ
り、「清水・越廼地区を対象とした
明確な数値目標を設定すること」
「ボランティア依存をやめ、予算
を投じて人を雇うこと」「行政が現
場に入り、住民と協働する仕組み
を作ること」を計画に明記するこ
とを求める。  

福井市観光振興計画は、市全体の観光まちづ
くりの方向性を示すものであり、市内滞在を
促す環境を整えることで観光客の周遊を促
進し、地域の活性化へとつなげていくことを
目的に、今後５年間で優先的に取り組むべき
施策や行動計画を整理するものです。  
その数値目標については、本計画が効果的に
進められているかを確認するための大局的
な指標を設定することとしました。したがっ
て、特定の地域のみに関わる数値目標の設定
などはいたしません。具体的な事業の実施に
あたっては、地域の皆様のご意見を十分に踏
まえるよう努めてまいります。  

 



 

項目２  素案に対する意見について（１１件）  

 提出された意見  意見に対する市の考え方  

1 
本計画の基本理念が、「旅と交流
が織りなす『福』を感じるまち」
であるのなら、高齢者、障がい者
など、配慮を要する観光旅行者が
感じる『福』に欠かせない「バリ
アフリー化水準底上げ」等の記述
が必要。  

観光地や観光施設の整備・維持管理において
は、多様な背景をもつ人々への配慮が必要で
あることから、いただいたご意見を踏まえ、
基本施策３の行動計画３－５『観光地や観光
施設の適切な維持管理』へ、「子どもや高齢
者、障がい者などを含む様々な立場の方が本
市の観光を楽しむことができる環境づくり
に努め」る旨を追記します。  

2 行動計画２－１まちなかの魅力ア
ップ  について、福井市の歴史その
ものが誇り・魅力であり、新しい
ものを作るより、過去の歴史を少
しでも蘇らせることが重要。  
歴史をアピールする上で最大の問
題点が、お堀内の県庁や県警本部
であり、県庁や県警本部をどこに
移すのか、県と協議して市民に明
確に示してもらいたい。まずは福
井市街の魅力発信の中心となるべ
き福井城址を本来あるべき姿に戻
し、そこから周辺の街づくりを考
えて行くべき。  

本市の豊かな歴史は、まちなか観光を味わう
ための重要な要素です。その魅力を観光客に
わかりやすく発信し、感じていただくことが
必要と考えていることから、スポット間のス
トーリー整理など、歩くほどに知って楽しめ
るまちの実現に取り組むこととしています。
（行動計画２ー１）  
福井城址については、平成 25 年 3 月に県と
市で策定した「県都デザイン戦略」において、
城址や中央公園などを一体化した「福井城址
公園」を段階的に整備していく方針を示して
いるところです。  

3 福井市観光振興計画（素案）は、
中心部の視点が強く、周辺地域の
現場の実態が反映されていない。
清水地区・越廼地区の住民は、地
域の観光資源を実際に動かしてい
る当事者であるが、行政は地域を
支える「人」には投資をしていな
い。担い手が疲弊し続ける限り綻
びが出る。また、現場を知らない
者同士で議論しても意味がない。
周辺地域を「観光の周辺」ではな
く「観光の主役」として扱う政策
転換を強く求める。  

観光振興の実現にあたり、現場で活躍してい
る地域住民の存在は欠かせないことから、い
ただいたご意見を踏まえ、基本施策３の行動
計画３－４『観光の担い手育成』へ、「地域
の観光素材の活用や保存に前向きに取り組
む地域住民との協働を進める」旨を追記しま
す。  

4 前計画期の取組みを振り返って課
題を分析する中で、成果が見込め
ずとも方針の撤回や枠組みの変更
まではすることはできておらず、
課題認識を新しめに見せることに
腐心したように見受けられる。  

本計画案は、前計画の課題がいずれも完全な
解消に至っていないとの認識のもと、状況の
さらなる改善を目指すため、前計画の基本的
な施策方向性は踏襲しつつ、新たな課題にも
対応した行動計画を整理しているものです。  

5 福井市にはそもそも、いわゆる「観
光」という言葉でイメージされる
集客スポットが伝統的に乏しく、
それには向かない地域であること
を予め明確にして、振興すべき魅
力の対象を場所ではない何かに切
り替えていくべき。  
福井市内で開拓が相応しいのは、
「見る観光」ではなく、いわゆる
「ＭＩＣＥ」のような観光分野で
はないビジネスの人集めである。

落ち着いた都市環境や質の高い食、学術・産
業・行政機能の集積などを強みとする本市に
とって、「人が集い、活動し、関係を深める
機会」の創出に注力することは重要なことで
あると考えており、現在、県と連携して、コ
ンベンションの誘致に取り組んでいるとこ
ろです。  
また、本計画案の中でも越前海岸のエモい観
光資源を活かした長期滞在の促進に取り組
むこととしています。（行動計画２－４）  



 

あるいは、１日で終わる見聞や体
験ではなく、数日滞在してはじめ
て意義が湧くような土地柄の魅力
である。あるいは、１日で終わる
見聞や体験ではなく、数日滞在し
てはじめて意義が湧くような土地
柄の魅力である。  

6 インバウンドに向かない福井にお
いても、高単価観光の準備だけが
進められているように思うが、福
井のような土地柄では、むしろ安
価に連泊することができて、複数
の市町にある伝統産業の工房をま
わって縁を見つけて帰る，といっ
た旅程に見合う施設の方が確保さ
れるべき。  

近年ますます多様化する観光ニーズに対応
できるよう、バランスの取れた宿泊施設の整
備が進められることが重要であると考えて
いますが、いただいたご意見は、今後の施策
推進の参考とさせていただきます。  

7 嶺北連携の中核にある福井市とし
ては、連携調整力に役割を見いだ
し、他の複数市町との間でタイア
ップ企画を開拓し、宿泊や交通の
提供から販路拡大ＰＲ事業までの
プロジェクトを育成することによ
り、県内観光経済に寄与すること
ができる。  

いただいたご意見を踏まえ、従来の市域にと
らわれず、複数市町と連携した取組を推進し
てまいります。  

8 国が能登の再生支援を観光分野に
新たに組み入れている。福井市と
しても、嶺北連携の中で切っ掛け
があれば能登の生業支援策を検討
できるような根拠を、一文書き込
んでよいのではないか。  
市民や市内の事業者が「利他的」
な認識を持つことを行政がサポー
トする事が，「福」を感じるまち
としてのイメージを上げ、本物の
福井の「リブランティング」が生
まれてくる。  

本計画案は、今後５年で優先的に取り組むべ
き施策や行動計画を整理するものであり、ご
提案の一文を書き入れることは考えていま
せんが、被災地近隣の都市である本市として
は、両地域の観光振興につながる適切な機会
が生じた場合には、当然に、能登を含む広域
的な連携にも取り組むことができるものと
考えています。  

9 インバウンドには、オーバーツー
リズムの大波もあり、免疫のない
地域にとっては慎重を要する時期
である。また、今からの観光振興
は、「どんな人に来てもらいたい
か」を考える時代になってきてい
ると思う。  

インバウンドについては、オーバーツーリズ
ムや言語への対応等、様々な課題があるもの
と認識していますが、一律に慎重視するもの
ではなく、地域の受入環境を段階的に整えつ
つ、適切な規模と質を見極めた誘客を進める
ことが、地域経済の成長の可能性を広げるも
のと考えています。  

10 歴史を遡っても誇りや自尊心が持
てる英雄が不在であることが、自
慢のしにくい地域の成立につなが
っていると考えるが、一乗谷や北
ノ庄など滅ぼされた側の美学や美
徳、悲劇の癒し効果に価値が見出
される時代が近づいており、むし
ろ人を引き付ける地域逸話を掘り
起 こ す こ と が で き る の で は な い
か。  

現時点では必ずしも広く知られていない事
物であっても、その固有のストーリーを丁寧
に伝えることで、新たな価値を見いだし、来
訪につなげられる可能性があるものと考え
ます。いただいたご意見は、今後の施策推進
の参考とさせていただきます。  



 

11 過去にあった控えめながら本物の
思い入れのある事柄も、ストーリ
ーとして伝えて初めて誇りの再構
築になる。観光や文化を所掌する
行政の側には、福井の埋もれた心
象の遺構に対して価値の理解はあ
ったのか。形としては失われたと
しても、いつか再構築して活用す
る可能性を考え、保存や伝承につ
なげていかなければ、人の心を掴
んで「また来たい」と思わせる、
惹きつける魅力は高まらないと思
う。  

現時点では必ずしも広く知られていない事
物であっても、その固有のストーリーを丁寧
に伝えることで、新たな価値を見いだし、来
訪につなげられる可能性があるものと考え
ます。  
本計画案においても、本市の最大の強みであ
る食文化や、豊かな歴史をもつまちなかの魅
力をストーリー仕立てで整理、発信すること
としています。（行動計画１－２、２－１、
４－２）  

 

 

 


